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　高レベル放射性廃棄物の地層処分の技術基盤を整備す
るため、岐阜県瑞浪市にある「瑞浪超深地層研究所」に
おいて、主に花崗岩を対象とした深地層の科学的研究を
進めています。現在掘削を進めている研究坑道は、２００９
年３月３１日時点で、主立坑３００．２m，換気立坑３３１．２mま
で到達しました。深度３００mにおいては、主立坑と換気
立坑をつなぐ水平坑道（予備ステージ）やボーリング調
査を行うための水平坑道（ボーリング横坑）、調査研究を
行うための水平坑道（研究アクセス坑道）の掘削を行い
ました（図１４ - ２３）。
　研究坑道は、坑道掘削に先立ちボーリング調査を行
い、掘削範囲の地質や地下水状況を把握した上で坑道を
掘削しています。調査の結果、深度２００m付近の換気立
坑側や深度３００m研究アクセス坑道で大量湧水が発生す
る可能性が高いことが分かりました。このため坑道掘削
時の湧水を抑制する技術として、坑道掘削に先立ち掘削
範囲周辺の割れ目にセメントを注入する工法（プレグラ
ウチング）を行いました。この工法は、割れ目にセメン
トを注入することで坑道周辺の透水性を低下させ、坑道
掘削時の湧水を抑制する工法です。

　ここでは深度２００m付近でのプレグラウチングと坑道掘
削について説明します。深度２００m付近では、換気立坑
とボーリング横坑周辺、更に深度約２２０m付近までを対
象としてプレグラウチングを行いました。ボーリング横
坑では、注入孔を掘削した時に毎分約５００�の湧水箇所
がありました（図１４ - ２４，図１４ - ２５）。この湧水箇所にはプ
レグラウチングによりセメントが注入され、坑道掘削時
は壁面からにじみ出し程度で顕著な湧水は認められませ
んでした（図１４ - ２６）。坑道壁面の観察では、割れ目に注
入されたセメントが固化した状態が認められており、こ
れにより湧水が抑制されているものと推測できます。
　プレグラウチングの計画では、ボーリング調査で得ら
れた地質や地下水状況をもとに、地下水の浸透理論を用
いて坑道周辺の透水性を低下させる割合やセメントを注
入する範囲を設定し、湧水量の抑制目標を定めました。
この計画に基づきプレグラウチングを行い坑道を掘削し
た結果、目標よりも少ない湧水量で掘削することがで
き、湧水の抑制を達成することができました。今後も大
量の湧水が予想される範囲では、プレグラウチングを行
うことを基本とし、坑道掘削を進めていく予定です。
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図１４-２３　「瑞浪超深地層研究所」研究坑道のイメージ
両立坑深度は２００９年３月３１日時点の掘削深度です。 図１４-２６　深度２００mボーリング横坑（換気立坑）を掘削した時の坑道壁面

プレグラウチング注入孔を掘削した時に発生した湧水箇所付近の坑道壁面から
は、にじみ出し程度の湧水はあるものの顕著な湧水は認められませんでした。
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図１４-２５　プレグラウチングの注
入孔からの湧水
プレグラウチング注入孔を掘削
した時に発生した湧水（湧水量は
毎分約５００� ）です。
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図１４-２４　深度２００mボーリング横坑（換気立坑）
ボーリング横坑掘削前に、換気立坑からプレグ
ラウチング注入孔を掘削した時に発生した湧
水箇所です。




